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６．共同研究の成果 

    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800字～1,000字で，できるだけ分かりやすく 

記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  

発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

近年，情報技術の発達にともない，通常の多変量データに加えて関数データや多相多元データと

いった，大規模複雑データの取得が容易となった．このようなデータから目的に沿った情報を抽出

することは重要な課題となっている．しかしながら，現在提案されている多くの手法は個別に提案

されており，手法間の関連からの体系化が望まれている．これまで，研究代表者らは主として行列

近似問題として定式化した新たな多変量データ解析法を提案し，その有効性や特徴づけを検証して

きた．今回は，特に多相多元データや関数データを含む大規模複雑データに対して新たなデータ解

析法の提案について取り組んだ． 

 主な研究成果は，2 つ挙げられる．1 つめは多相多元データに対する行列分解型の多変量解析手法

を提案したことである．例えば，2 つの多相多元データが与えられている場合について，それぞれ

の共通因子を見出す方法や，1 つの多相多元データに対して，次元縮約を行う方法である．この次

元縮約法には，大規模複雑データが抱える膨大な変量数に対応するため，適当な制約条件を設ける

ことで，いくつかの変量を選択する方法を提案している．また，すべての値が非負値であるような

データに対しても，次元縮約の方法を提案している．研究成果の 2 つ目は関数データに対するクラ

スタリングの手法の提案である．特に，計測によって，ピークのずれた関数データについて，クラ

スタリングを伴うアライメントによって，そのデータを表現する時間軸等の意味で比較可能な，特

徴的な関数を推定する方法を提案した． 

 

（研究成果のつづき） 

成果の詳細は以下のとおりである． 
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